
  

 

■「西日本豪雨災害支援ボランティア」 

  6 月下旬から 7 月上旬に西日本を襲った豪雨によって、各地で土砂崩れや河川の氾濫が相次ぎ、大きな

被害が出ました。 

これを受けて、TCU から 4 名の学生（遠田ゆりな、外山実祈、齊藤エステル、泉ユリエ）を、 

8 月 26 日～8 月 30 日の間、岡山にボランティアを派遣しました。 

皆様には、多くの祈りと献金によるサポートを賜り感謝します。今回は、ボランティアから無事に帰ってきた

報告と、ボランティアの活動の報告をさせて頂きます。 

〈活動報告〉 

8 月２6 日（日）に TCU（千葉）を出発し、車で片道約１1 時間かけて、岡山に到着しました。 

8 月２7 日（月）は、TCU の卒業生である笹沖聖約キリスト教会の大村智康牧師の案内のもと、被災地の視察

をしました。被害の大きかった真備町に入ると、ほとんどの家に人が住んでおらず、土砂崩れの起きた山にビニ

ールシートがかかっていたり、川の氾濫後に水が引いたことによって地面に多くの土砂が残っていたり、多く

のお店が閉店しているなどと様々な豪雨による被害をみました。 

8 月 28 日（火）、29 日（水）は岡山キリスト災害支援室を通して、2 つのチームに分かれてボランティアを

しました。一つのチームは岡山県真備町の公民館や児童館の復旧作業ボランティアをしました。もう一つのチ

ームは岡山キリスト災害支援室のベースの事務作業を学びつつ、ボランティアをしました。また、29 日の夜に

は岡山キリスト災害支援室の祈祷会があり、JIFH の方などの報告、祈りの時間をもつことができました。 

8 月 30 日（木）の朝 9 時に岡山を出発し、夜 22 時頃 TCU に無事に到着しました。５日間のスケジュールが

守られたこと、往復の運転が守られたこと、ボランティアに参加した学生それぞれが多くの恵みと祈りの課題

を受けることができたこと、が何よりの感謝でした。 

〈感想〉 

 岡山ボランティアに参加した学生の感想です。 
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←出発 

復旧作業 

ヽ無事に帰ってきました丿 

お祈りありがとうございました 

 

↑祈祷会 ↓到着 

視察→ 

続けて被災地を覚えてお祈りください。 


